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アーティスティック・ディレクター ラクス・メディア・コレクティヴ

横浜トリエンナーレ組織委員会　 名誉会長 林　文子 （横浜市長）［代表］
  前田晃伸 （NHK会長）
  渡辺雅隆 （朝日新聞社代表取締役社長）
 委員 近藤誠一 （［公財］横浜市芸術文化振興財団理事長）［委員長］
  逢坂恵理子 （国立新美術館館長）［副委員長］
  蔵屋美香（横浜美術館館長）［副委員長］
  栫健一郎 （NHK事業センター長）
  澤　和樹 （東京藝術大学学長）
  神部　浩 （横浜市文化観光局長）
  高階秀爾 （大原美術館館長）
  建畠　晢 （多摩美術大学学長）
  柄　博子 （［独法］国際交流基金理事）
  堀越礼子 （朝日新聞社執行役員 企画事業担当兼企画事業本部長）

　　　　　　　　　　　事務局 開催本部長 松元公良**
 事務局長 五十嵐誠一*
 事務局次長 秋山大介 （NHK）
  八巻直史 （朝日新聞社）

 プロジェクト・マネージャー／事務局次長 帆足亜紀*
 管理運営マネージャー／事務局次長 梶原　敦**
 コミュニケーション・マネージャー 西山有子

 -キュレトリアル・チーム
 展示統括／キュレーター 内山淳子*
 企画統括／キュレーター 木村絵理子*
 キュレーター 林　寿美
 アシスタント・キュレーター 日比野民蓉*

 コーディネーション統括/レジストラー 鈴木祐子
キュレトリアル・コーディネーター（「エピソード」コーディネーター） 武井麻里子
 キュレトリアル・コーディネーター（レジストラー） 富安玲子
 キュレトリアル・コーディネーター 倉茂なつ子
 キュレトリアル・アシスタント 芝田　遥

 テクニカル・コーディネーター 山元史朗

 アシスタント・プロジェクト・マネージャー 福岡綾子*
 プロジェクト・コーディネーター 鈴木慶子
 インターン（����年度） 磯田みのり、今関友里香、富永梨紗子

 -アドミニストレーション・チーム　
 運営担当※ 赤崎由香**、今西めぐみ**、小川　哲**、小川宣幸**、小山内幸恵*、木村綾夏**、髙田　聡**
  高林真梨子*、土田香織*、鶴見天平**、半澤奈波、平林乙彦**、丸山晶子**、山田卓広**
 広報・プロモーション担当 岩田朋子、岩波　藍**、高橋伸佳*、津金澤恭之**、山際　良、米津いつか

デザイナー アリアナ・スパニエ 

空間構成 MMA inc. 工藤桃子

ラクス・メディア・コレクティヴ・リサーチ・アシスタント  カウシャル・アジェイ・サプレイ、今村宙幹（����年度）、塩﨑恵里香（����年度）

 

 *横浜美術館 （［公財］横浜市芸術文化振興財団）所属　　**横浜市所属
※総務、経理、会場調整・運営、次世代育成、社会包摂、市民協働、グッズ、ショップ、地域連携等

ヨコハマトリエンナーレ���� 実施体制
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アーティスティック・ディレクター ラクス・メディア・コレクティヴ

横浜トリエンナーレ組織委員会　 名誉会長 林　文子 （横浜市長）［代表］
  前田晃伸 （NHK会長）
  渡辺雅隆 （朝日新聞社代表取締役社長）
 委員 近藤誠一 （［公財］横浜市芸術文化振興財団理事長）［委員長］
  逢坂恵理子 （国立新美術館館長）［副委員長］
  蔵屋美香（横浜美術館館長）［副委員長］
  栫健一郎 （NHK事業センター長）
  澤　和樹 （東京藝術大学学長）
  神部　浩 （横浜市文化観光局長）
  高階秀爾 （大原美術館館長）
  建畠　晢 （多摩美術大学学長）
  柄　博子 （［独法］国際交流基金理事）
  堀越礼子 （朝日新聞社執行役員 企画事業担当兼企画事業本部長）

　　　　　　　　　　　事務局 開催本部長 松元公良**
 事務局長 五十嵐誠一*
 事務局次長 秋山大介 （NHK）
  八巻直史 （朝日新聞社）

 プロジェクト・マネージャー／事務局次長 帆足亜紀*
 管理運営マネージャー／事務局次長 梶原　敦**
 コミュニケーション・マネージャー 西山有子

 -キュレトリアル・チーム
 展示統括／キュレーター 内山淳子*
 企画統括／キュレーター 木村絵理子*
 キュレーター 林　寿美
 アシスタント・キュレーター 日比野民蓉*

 コーディネーション統括/レジストラー 鈴木祐子
キュレトリアル・コーディネーター（「エピソード」コーディネーター） 武井麻里子
 キュレトリアル・コーディネーター（レジストラー） 富安玲子
 キュレトリアル・コーディネーター 倉茂なつ子
 キュレトリアル・アシスタント 芝田　遥

 テクニカル・コーディネーター 山元史朗

 アシスタント・プロジェクト・マネージャー 福岡綾子*
 プロジェクト・コーディネーター 鈴木慶子
 インターン（����年度） 磯田みのり、今関友里香、富永梨紗子

 -アドミニストレーション・チーム　
 運営担当※ 赤崎由香**、今西めぐみ**、小川　哲**、小川宣幸**、小山内幸恵*、木村綾夏**、髙田　聡**
  高林真梨子*、土田香織*、鶴見天平**、半澤奈波、平林乙彦**、丸山晶子**、山田卓広**
 広報・プロモーション担当 岩田朋子、岩波　藍**、高橋伸佳*、津金澤恭之**、山際　良、米津いつか

デザイナー アリアナ・スパニエ 

空間構成 MMA inc. 工藤桃子

ラクス・メディア・コレクティヴ・リサーチ・アシスタント  カウシャル・アジェイ・サプレイ、今村宙幹（����年度）、塩﨑恵里香（����年度）

 

 *横浜美術館 （［公財］横浜市芸術文化振興財団）所属　　**横浜市所属
※総務、経理、会場調整・運営、次世代育成、社会包摂、市民協働、グッズ、ショップ、地域連携等

ヨコハマトリエンナーレ���� 実施体制

使命 横浜トリエンナーレは、我が国を代表する現代アートの国際展として、文化芸術創造都市・横浜の発展をリードするとと
もに、多様性を受け入れる心豊かな社会の形成に寄与します。

まちにひろがる

行動方針 世界水準　次世代育成　社会包摂　市民参加　祝祭性　賑わいづくりと経済活性化

世界とつながる　

横浜トリエンナーレの基本的な考え方

開催実績

第�回 第�回 第�回 第�回 第�回 第�回

開催年 ����年 ����年 ����年 ����年 ����年 ����年

会期
(開場日数)

�月�日 - ��月��日
(��日)

�月��日 - ��月��日
（��日）

�月��日 - ��月��日
（��日）

�月�日 - ��月�日
（��日）

�月�日 - ��月�日
（��日）

�月�日 - ��月�日
（��日）

主会場
（有料）

[�会場]
・パシフィコ横浜
　展示ホール
・横浜赤レンガ倉庫
　１号館

[�会場]
・山下ふ頭�号・�号上屋

[�会場]
・新港ピア
・日本郵船海岸通倉庫
　(BankART Studio
　 NYK)
・横浜赤レンガ倉庫
　１号館
・三渓園

[�会場]
・横浜美術館
・日本郵船海岸通倉庫
　(BankART Studio
　 NYK)

[�会場]
・横浜美術館
・新港ピア

[�会場]
・横浜美術館
・横浜赤レンガ倉庫
　１号館
・横浜市開港記念会館
　地下

テーマ メガ・ウェイブ
－新たな総合に向けて

アートサーカス
[日常からの跳躍]

ＴＩＭＥ CREVASSE
－タイムクレヴァス－

OUR MAGIC HOUR
－世界はどこまで知ること
ができるか？－

華氏���の芸術：
世界の中心には
忘却の海がある

島と星座とガラパゴス

ディレクター
／キュレーター

アーティスティック・
ディレクター：
河本信治
建畠 晢
中村信夫
南條史生

総合ディレクター：
川俣 正
[キュレーター]
天野太郎
芹沢高志
山野真悟

総合ディレクター：
水沢 勉
[キュレーター]
ダニエル・バーンバウム
フー・ファン
三宅暁子
ハンス・ウルリッヒ・オブリ
スト
ベアトリクス・ルフ

総合ディレクター：
逢坂恵理子
アーティスティック・
ディレクター：
三木あき子

アーティスティック・
ディレクター：
森村泰昌
[アソシエイト]
天野太郎
大舘奈津子
柏木智雄
神谷幸江
林 寿美

コ・ディレクター：
逢坂恵理子
三木あき子
柏木智雄

作家数 ���作家 ��作家 ��作家 ��組 ��名 ��組 ��名 ��組 �プロジェクト

作品数 ���件 ��件 ��件 ���件 ���件 ���件

総事業費 約�億円 約�億円 約�億円 約�億円 約�億円 約�億円

総来場者数 約��万人 約��万人 約��万人 約��万人 約��万人 約��万人

外国人
来場者数 － － － 約�,���人 �,���人 �,���人

中学生以下
来場者数 － － － ��,���人 ��,���人 ��,���人

有料会場
来場者数

約��万人 ※
＊チケットは�日間有効

）可も日いなし続連（ 
＊未就学児無料

約��万人
＊チケットは�日に限り有効
＊フリーパスあり
＊中学生以下無料

約��万人 ※
＊チケットは�日間有効

）可も日いなし続連（ 
＊中学生以下無料

約��万人 ※
＊チケットは�会場�日有効
＊中学生以下無料

約��万人 ※
＊チケットは�会場�日有効
＊中学生以下無料

約��万人 ※
＊チケットは�会場�日有効
＊中学生以下無料

チケット
販売枚数 約��万枚 約��万枚 約�万枚 約��万枚 約��万枚 約��万枚

メディア
露出件数

���社以上
（うち海外��社以上）
＊掲載件数は記録なし

�,���件
（うち海外��件）

�,���件
（うち海外���件）

�,���件
（うち海外���件）

�,���件
（うち海外���件）

�,���件
（うち海外���件）

ボランティア
登録者数 ���人 �,���人 �,���人 ���人 �,���人 �,���人

※ 第�回、第�回、第�回、第�回、第�回については、有料会場の延べ入場者数

目標 アートでひらく ひらかれた現代アートの祭典として、誰もが多様な表現に触れる機会を分野と時代を横断して提供
し、世代等を超えた理解を促進します。

ナショナルプロジェクトとして、横浜から新しい価値観と新たな文化を継続的に世界に届け、国際交
流と相互理解に貢献 します。

文化芸術創造都市として築いている、横浜ならではのまちの力と一体的に推進します。



《プレスお問い合わせ先》
ヨコハマトリエンナーレ����広報事務局（株式会社プラップジャパン）　担当 : 横澤、本郷、増田

〒���-���� 東京都港区赤坂�-��-�� アーク森ビル��F 
E-MAIL : yokotori����pr@prap.co.jp　TEL : ��-����-����（平日��:��～��:��）

《横浜トリエンナーレ組織委員会お問い合わせ先》
横浜トリエンナーレ組織委員会事務局 広報担当 : 高橋 

〒���-���� 横浜市西区みなとみらい�-�-� 横浜美術館内
E-MAIL : press@yokohamatriennale.jp　TEL: ���-���-����（平日��:��～��:��）　FAX : ���-���-����


